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1. 教材に込めるメッセージ 

福島第一原子力発電所のALPS処理水（以下処

理水と呼ぶ）放出は、一昨年８月に開始された。

廃炉作業を進めるためにも重要な作業だが、朝日

新聞の世論調査（2023年9月）によると回答者の

66％が評価しているが、28％が評価していない。

特に18～29歳の若者世代では47％が評価してい

ないという。また、中国はこの処理水を核汚染水

と呼び日本からの水産物の輸入を禁止している。

ところが、文献を調べたところ、海水中には処理

水に多く含まれる3Hの放射能をはるかに超える

天然核種である40K、87Rbが存在していること、3H

は自然界で次々と生成されていること、3Hが崩壊

するときに発するエネルギーは非常に小さく、生

物への影響は低濃度ならばほとんどないことな

どを知った（エウレカ！）。薄めて海洋放出され

る処理水は、問題ないこと、福島復興には欠かせ

ないことを理解できる教材を作りたいと考えた。 

2. 教材の内容 

次の教材を作成し、授業で提示しながら、主体

的、対話的で深い学びができるような授業展開を

考える。 

 海域や時期によっても異なってくるが、概ね、

海水１L中には40Kが12ベクレル、3Hが0.001ベク

レル程度入っている。シーベルトで考えると、経

口として概算で40K は、7.4×10－2µSv、3Hは1.8

×10－8µSvとなり、1ベクレルあたりの崩壊エネル

ギーが3Hは小さいので影響は小さいことを分か

りやすく示す。 

 教材は、ベクレル（放射能の強さ）とシーベル

ト（人が受ける被ばく線量）を球の大きさで示す

ものを考えている。例えば自然放射性物質である

40Kと3Hのベクレルの違いとシーベルトの違いを

それぞれ球（BB弾やピンポン球）で示し（図１）、

同じ体積のケースに100球入れるなどして3Hの実

際の影響を考えられるようなものにしたい。処理

水もだが、原子力発電所などから排出される3H

もベクレルで示されるが、それをシーベルトで考

えるとどうなるか、理解できる教材としたい。 
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図１ それぞれの放射性物質の人体への影響を

球の大きさで表す 

 教材の全体像 


